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の し ろ 市 議 会 だ よ り 

安

岡

明
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 改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
青
の
会
、市
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の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
） 

落

合
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 改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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青
の
会
、市
民 

の
声
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リ
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共
産
党
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小

林

秀

彦

 改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
青
の
会
、市
民 

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
） 

一 般 質 問 

関
係
人
口
を
ふ
や
す
取
り
組
み
を
ど
う
進
め
る
か 

 

質
　
地
域
外
の
人
材
が
、
地
域
づ
く
り
に
加
わ
る
な
ど
期
待

さ
れ
、
県
内
で
も
鹿
角
市
等
が
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
関

係
人
口
に
よ
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
参
加
、
さ
ら
に
は
移
住
・

定
住
の
促
進
に
つ
な
が
る
な
ど
、
好
循
環
に
な
る
の
で
は
。 

 

答
　
国
で
は
、
地
域
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
者
等
、
ふ
る
さ
と
納

税
寄
附
者
、
こ
れ
か
ら
地
域
と
の
か
か
わ
り
を
持
と
う
と
す
る

者
等
の
３
つ
を
関
係
人
口
と
定
義
し
て
い
る
。
本
市
の
関
連
す

る
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
会
と
の
継
続
的
な
交
流
、

首
都
圏
で
の
企
業
懇
談
会
等
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
ふ
る
さ
と

納
税
寄
附
者
へ
「
ふ
る
さ
と
通
信
」
を
送
る
な
ど
し
て
い
る
。

他
の
事
例
を
参
考
に
、
よ
り
効
果
的
な
手
法
を
検
討
し
た
い
。 

  

都
市
の
ス
ポ
ン
ジ
化
の
対
応
を
ど
う
捉
え
る
か 

 

質
　
人
口
減
少
と
超
高
齢
化
が
予
想
以
上
に
進
み
、
都
市
機

能
の
維
持
、
上
下
水
道
料
金
や
各
種
負
担
金
の
増
、
市
税
な

ど
収
入
の
減
少
が
伴
う
影
響
が
出
て
く
る
。
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

答
　
市
と
し
て
は
、
上
位
計
画
で
あ
る
第
２
次
能
代
市
総
合

計
画
を
29
年
度
に
策
定
し
た
こ
と
や
、
今
後
予
定
し
て
い
る

能
代
市
国
土
利
用
計
画
の
見
直
し
、
立
地
適
正
化
計
画
の
策

定
、
地
域
の
課
題
を
踏
ま
え
た
、
同
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見

直
し
が
必
要
な
時
期
に
近
づ
い
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
見

直
し
の
際
に
は
、
人
口
推
計
等
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
市
民

の
御
意
見
も
反
映
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
移
住
・
定
住
対
策
に
奨
学
金
返
済
の
助
成
は 

○
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
か 

○
高
齢
者
の
行
方
不
明
の
発
生
と
捜
索
の
課
題 

２
０
２
０
年
か
ら
の
小
学
校
の
英
語
教
育 

 

質
　
小
学
校
５
・
６
年
生
の
英
語
が
正
式
教
科
化
す
る
が
、

英
語
指
導
経
験
の
な
か
っ
た
教
員
が
指
導
や
成
績
評
価
に
当

た
る
等
、
限
ら
れ
た
予
算
内
で
の
教
育
改
革
が
実
の
あ
る
も

の
に
な
る
の
か
不
透
明
で
あ
る
。
市
独
自
の
教
育
方
針
は
。 

 

答
　
本
市
で
は
、
中
学
校
の
英
語
科
の
教
員
を
教
育
専
門
監

と
し
て
配
置
し
、
小
学
校
の
外
国
語
活
動
の
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
外
国
語
活
動
支
援
員
を
４
名
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
３

名
配
置
し
、
学
級
担
任
と
協
力
し
、
よ
り
充
実
し
た
授
業
を

行
え
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
授
業
研
修
会
を
開

催
し
、
県
の
指
導
主
事
に
よ
る
講
話
や
教
育
専
門
監
に
よ
る

模
擬
授
業
を
行
い
、
教
員
の
指
導
力
向
上
に
も
努
め
て
い
る
。 

  
市
職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現 

 
質
　
29
年
度
は
時
間
外
勤
務
時
間
数
や
手
当
総
額
が
ふ
え
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
も
過
重
労
働
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
る

で
あ
ろ
う
が
、改
善
傾
向
に
あ
る
と
は
判
断
で
き
な
い
。自
治

体
ト
ッ
プ
の
市
長
の
所
感
は
。 

 

答
　
市
で
は
、
本
年
３
月
、
第
２
次
定
員
適
正
化
計
画
を
見

直
し
、
新
た
に
30
年
度
か
ら
５
年
間
の
第
３
次
計
画
を
策
定

し
た
。
計
画
で
は
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や
業
務
改
革
、
業

務
の
委
託
化
、
民
営
化
等
の
推
進
、
簡
素
で
効
率
的
な
組
織

づ
く
り
、
多
様
な
任
用
・
勤
務
体
制
の
整
備
等
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
時
間
外
勤
務
の
縮
減
に
努
め
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
英
語
教
科
化
に
よ
る
教
職
員
多
忙
化
へ
の
影
響 

○
イ
オ
ン
出
店
計
画
の
詳
細 

脳
ド
ッ
ク
検
診
へ
助
成
す
る
考
え
は 

 

質
　
脳
血
管
疾
患
の
危
険
因
子
を
早
い
段
階
で
発
見
し
、
発

症
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
脳
ド
ッ
ク
検
診
が
有
効
な
予

防
法
の
一
つ
だ
が
、
費
用
が
高
額
で
あ
る
。
予
防
と
早
期
発

見
、
早
期
治
療
を
促
進
す
る
た
め
、
助
成
の
検
討
を
。 

 

答
　
脳
ド
ッ
ク
検
診
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
有

効
な
検
診
で
あ
り
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
国
民
健
康
保
険

や
介
護
保
険
に
お
け
る
給
付
費
の
抑
制
に
も
期
待
が
持
て
る

と
考
え
て
い
る
。
検
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
、
市
民
の
費

用
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
方
に
受
診
し
や

す
い
環
境
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
31
年
度
の
実

施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。 

  

東
部
地
区
へ
の
巡
回
バ
ス
の
考
え
は 

 

質
　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
４
人
に
１
人
が
食
料
品
を
買
い

に
行
く
こ
と
が
難
し
い
と
の
推
計
が
あ
る
。
東
部
地
区
と
ス

ー
パ
ー
、
病
院
等
を
回
る
巡
回
バ
ス
を
検
討
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
要
望
が
高
齢
者
か
ら
出
て
い
る
が
、
市
の
考
え
は
。 

 

答
　
現
在
策
定
中
の
能
代
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
で

は
、
地
域
の
特
性
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
も
と
に
、
巡
回
バ
ス
に

限
ら
ず
、
路
線
バ
ス
や
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
等
を
組
み
合
わ

せ
る
な
ど
、
効
率
的
で
効
果
の
高
い
手
法
を
検
討
す
る
。
公

共
交
通
の
要
望
は
多
く
の
地
域
等
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
に
向
け
、
公
共
交
通
網
の
形
成
に
取
り
組
み
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
本
県
配
備 

○
能
代
港
洋
上
風
力
発
電
事
業 

○
農
家
の
負
担
な
し
で
の
中
山
間
地
の
農
地
整
備 


